
 
 
 
 
 
 

新⼊⽣の皆さん、ご⼊学おめでとうございます。
放送⼤学⿃取学習センターを代表し、⼼より歓迎
申し上げます。 
このたびのご⼊学は、皆さんにとって「新しい学

びのスタート」であると同時に、放送⼤学で学ぶこ
とを決意されたご⾃⾝を、あらためて誇りに思って
いただきたい節⽬でもあります。⼤⼈になってから
新たに学びに向き合うということは、想像以上に勇
気のいることです。しかし、その⼀歩を踏み出され
たこと⾃体が、すでに⼤きな価値を持っています 

現代社会は、AIの進展や国際情勢の変化、さら
には気候変動など、さまざまな要因によって急速に
変化しています。「昨⽇の正解が今⽇も通⽤すると
は限らない」̶̶そのような時代に私たちは⽣きて
います。 

だからこそ、「学ぶ」という営みは、単に知識を
増やすことにとどまりません。変化に向き合う⼒、
⾃ら考え判断する⼒を養うことに、その本質があり
ます。 

ここで、放送⼤学が提供する教養教育、いわゆる
リベラルアーツについて触れておきたいと思いま 
す。リベラルアーツはしばしば「幅広い知識を⾝に
つける学び」と理解されますが、その魅⼒はそれだ
けではありません。歴史の中で先⼈たちがどのよう
な課題に直⾯し、悩み、考え、選択してきたのか。
その過程に学びながら、「それを現代の⾃分にどう
活かすか」を問い続ける̶̶そこにこそ、実践的で
奥深い学びの価値があります。 

⾔い換えれば、過去の知恵や経験、さらには失敗さ
えも、⾃らの⼒へと転換していく学問であり、そこ
に学びの醍醐味があります。 

放送⼤学での学びは、単なる暗記のためのもので
はありません。むしろ、⾃分の頭で考えるための材
料を蓄える場です。そしてその材料は、仕事や⽇常
⽣活の中で、思いがけない場⾯で活きてきます。そ
れが試験の場⾯であるのか、あるいは⼈⽣の転機で
あるのかは、⼈それぞれでしょう。 

もちろん、学びの道のりが常に順調とは限りませ
ん。仕事や家庭との両⽴に悩む⽇もあれば、「今⽇
は少し休みたい」と感じる⽇もあることでしょう。
そうした⽇々もまた、学びの⼀部です。⼤切なの
は、たとえわずかでも歩みを⽌めないことです。続
ける中で、確かな積み重ねがご⾃⾝の中に育ってい
きます。 

最後に⼀つ申し上げます。この⼤学で得られる最
も⼤きなものは、単位や資格だけではなく、「考え
る習慣」と「学び続ける習慣」であると私は考えて
います。それは、これからの⼈⽣を⽀える確かな⼒
となるはずです。 

皆さんが本学での学びを通じて新たな視点や出会
いを得られ、ご⾃⾝の可能性をさらに広げていかれ
ることを、⼼より願っております。 

改めまして、ご⼊学おめでとうございます。 こ
れからの学びの⽇々が、実り多く充実したものとな
りますことを祈念いたします。 
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今宵は銘酒「強力」でほろ酔い気分 

鳥取学習センター客員教員 

山口武視 

 

私は学生時代、お酒があまり飲めず、酒好きの上司に誘われる酒宴が嫌で嫌でしかた

なかった。それから歳を重ねてくると、いつしか毎晩晩酌を楽しむようになり、世間で

は「酒好き」とまで思われるようになってしまった。恐ろしいのは深酒をすると時々記

憶を失くしてしまうことだ。酒は飲むとも飲まるるな。肝に命じよう。 

さて、鳥取県内には 18 の酒蔵があり、そのうち９つの酒蔵で 「強力 （ごうりき）」と

いう酒造好適米を用いた純米酒を醸造・販売している （鳥取県市場開拓局 2025 年発行

「とっとりの酒」を参照）。それぞれの蔵がこだわりをもって醸造しており、味比べす

るのも乙なものである。 

そもそも「強力」とは、水稲の品種名で、1890 年代（明治 20 年代）に鳥取県東伯

郡 （当時）の篤農家が在来種から選抜したものが由来とされている。1913 年（大正 2

年）には鳥取県下の水稲栽培面積の 11％を占めるに至ったとの記録が残っている。そ

の後、鳥取県農業試験場が「強力」の純系選抜を行い、1921 年（大正 10 年）に「強

力１号」と「強力 2 号」が鳥取県の奨励品種として採用された。特に 「強力 2 号」は精

玄米千粒重が 26g 程度と大粒で、線状心白をもつという酒造好適特性を有していた。

心白とは、米の中心の白濁している部分のことで、ここは隙間が多く光が乱反射するた

めに白く見える。隙間が多いと米の内部まで麹菌が伸長しやすく、酒造に好条件となる。

特に、線状心白は雑味のもととなるタンパク質や脂質の含有量が少ない心白だけを削り

出しやすく、高度精米を可能とする。したがって、「強力」は主食用のみならず、酒造

用としても用いられ、1924 年頃（大正 13 年頃）の最盛期には、県下で 1 万 ha 以上、

水稲作付面積の３分の１を占めるほどとなった。 

しかし、「強力」には背丈が長く倒伏しやすいという致命的な欠点があった。誰もが

知っている 「コシヒカリ」も、柳腰で倒伏しやすいと言われてきた。その 「コシヒカリ」

でさえ、稈長（地際から穂の付け根までの長さ）は 90cm 程度である。一方、「強力 2

号」の稈長は 120cm もあり、「コシヒカリ」より 30cm も長い。倒伏すると光合成が

抑制され、収量増が望めない。収量増加に欠かせない窒素肥料は草丈を伸ばす作用があ

るので自ずと施肥量を控える必要があり、こうなると低収にとどまらざるを得ない。し

かも、病害虫に弱い。 

昭和に入り食料増産が求められ、多収性の新品種がいくつか開発されてきた。これに

伴い、時代の要望にそぐわない 「強力」は次第に栽培面積が減少し、1945 年（昭和 20

年）には 「病害虫と倒伏に弱く低収である」との理由から奨励品種から外されてしまっ

た。このような状況下で 1955 年頃（昭和 30 年頃）には、県内での 「強力」栽培は途

絶えてしまった、と言われている。 

それから時は流れ、1980 年代（昭和 50 年代後半〜60 年代）に地酒ブームが到来

する。地方の酒蔵の純米酒や吟醸酒などへのこだわりが 「本格志向」の愛飲家に評価さ
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れ、地酒が脚光をあびた。しかし、地酒といっても、「山田錦」「五百万石」など流通量

が多い酒造好適米を原料とするものが多く、酒米そのものには地方の特色が出にくい状

況であった。このことを憂い、本来地酒とは、その土地の原料米と水で醸し、長年育ん

だ地元の食文化と相性の良い酒質であるべき、との信条をもつ中川酒造と山根酒造場の

蔵元が正真正銘の「地酒」を開発したいと熱望し、関係各位に相談をもちかけた。 

この相談者のひとりに鳥取県酒造組合連合会技術顧問の上原浩氏がいた。上原氏は、

かつて鳥取県の奨励品種に 「強力」という酒造好適米があった、と語られ、2 つの蔵元

が求める品種として「強力」に白羽の矢が立った。 

さっそく 「強力」の種子を探してみると、鳥取県農業試験場には種子が保存されてお

らず、国の遺伝資源センターには保存量が微量で、分譲が難しい状況であった。一筋の

望みとして、鳥取大学農学部の木下收助教授（当時）を訪ねると、かつて 「強力 2 号」

を含む 15 品種の酒造好適米の栽培実験を行ったことがあるという。しかも、それらの

品種は一握ではあったがきちんと種子保存されていた。実は木下先生は私の恩師で、専

攻生の時、多数の品種の種子保存作業（種つぎ）にかり出された記憶がある。あの地道

な作業は無駄ではなかったのだ。 

鳥取大学から分譲されたわずかな種子の増殖と栽培管理を依頼されたのが、種子探し

に尽力した元鳥取県農業試験場長の西尾隆雄氏である。西尾氏は郡家町の自らの田での

コシヒカリ栽培の経験に基づき、肥培管理が困難で倒れやすい「強力２号」を注意深く

観察しながら栽培のコツをつかんでいかれた。さらに、郡家町内の農家にも栽培を呼び

かけ、生産者団体の育成にも尽力された。 

1989 年 （平成元年）秋に「強力 2 号」は収穫され、同年秋に仕込みを開始。かくし

て 1990 年（平成 2 年）2 月、 「強力」は純米大吟醸酒として見事によみがえったので

ある。 

1998 年（平成 10 年）には、県内蔵元、県、農協、農家、学識経験者を会員とする

「強力をはぐくむ会」が設立され、「強力」の原種保全と種子管理の体制が整えられた。

各蔵元と栽培農家とが契約を交わし、蔵元が種子を配布、収穫した米は全量買い取るこ

とで、正真正銘の鳥取県産地酒としてのブランドが守られている。 

このように、遺伝資源を絶やさぬ大切さを教えてくれた「強力」。今宵は鳥取愛が醸

された純米酒「強力」を、熱燗でゆっくりいただくこととしよう。 

（この拙稿は 2011 年強力をはぐくむ会発行「強力復活の歩み」を参考に作成） 

 

プロフィール 

鳥取大学名誉教授。鳥取県三朝町で産湯につかる。大学では作物学を専攻し、栽培技術

を科学的に解析する楽しさを知る。作物愛の数値化を探求し、観察眼を養うことで愛が

生まれ、それが多収穫に結びつくと解く。 

3



 
 

 

 

    2025 年度２学期 卒業⽣ 

教養学部 

⽣活と福祉コース 3 
⼼理と教育コース 6 
社会と産業コース 1 
⼈間と⽂化コース 1 
情報コース 2 

 計  13 

４⽉5 ⽇(⽇)、⿃取学習センターにて「学位記授与式」が開催されました。卒業⽣13 名のうち 
5 名が出席され、渡邉⿃取学習センター所⻑よりお⼀⼈おひとりに学位記と花束が⼿渡されました。   
次いで、「⿃取同窓会」坂本明副会⻑から祝辞が贈られました。 

式典に参加された皆さんと共に 

( 名 ）

学位記授与式同⽇の午後、⿃取学習センターにて「⼊学者の集い」が開催されました。新⼊学⽣ 
80名のうち14名が出席されました。 
式典では、渡邉所⻑からの歓迎の挨拶、次いで、⿃取学習センター全在学⽣から成る組織「学友会」
会⻑清⽔道代⽒より祝辞が贈られました。 

お祝いの⾔葉を述べる渡邉所⻑ 

2025 年度第２学期卒業者の皆さん 

式典開催報告

2026 年度第1 学期⼊学者の皆さん 
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桜の便りに⼼華やぐ季節となりました。本⽇
は、私たち卒業⽣のためにこのような素晴らし
い式典を挙⾏していただき、誠にありがとうご
ざいます。また、ご多⽤の中ご臨席賜りました
ご来賓の皆様、並びに渡邉所⻑をはじめ教職員
の皆様に卒業⽣⼀同⼼より御礼申し上げます。 

 
 私は、平成 21 年の春に初めて放送⼤学に⼊
学し、今回が三回⽬の卒業となります。当初 
の動機は、職場での説明会に来られた当時のご
担当者様の「携帯電話料⾦やソフトウェアの学
⽣割引で元が取れる」とのお話によるものでし
た。 

しかし、実際に⼊学してみると放送⼤学で提
供される多種多様な学びにすっかり魅了され、
今では毎学期、⾯接授業等のシラバスが発表さ
れるのが待ち遠しく感じるようになり、この度
も卒業と同時に別コースの全科履修⽣として
再度⼊学することとしました。 

 
振り返りますとこれまで数多くの授業を履

修してきましたが、近年では、「コンクリート
のレシピの作り⽅」で古代ローマ帝国の覇権を
⽀えた要因の⼀つがコンクリート構造物の建
築技術であったこと、「伴蒿蹊（ばんこうけい）
と本居宣⻑」で⼆⼈の間で交わされた書簡の内
容から、国学の⼤成者である本居宣⻑の⼀般に
は知られていない⼈間的な⼀⾯を知ることが
できたこと、「福沢諭吉『学問のすすめ』を読
む」で、「天は⼈の上に⼈を造らず、⼈の下に
⼈を造らず」の書き出しが有名な同書ですが、
全体を通読してみると福沢が強調したかった 
のは「⽇本が欧⽶列強の植⺠地とならないため
の国⺠⼀⼈⼀⼈の在り⽅」なのではないかとい
うことを学べたことが特に印象に残っていま
す。 

また、「発酵が拓く味と未来」で地元の美味
しいお酒を試飲させていただいたこと、「⾼野
⼭学⼊⾨」で真⾔密教の阿字観（あじかん）の
瞑想を体験したことも貴重な体験として思い
出に残っています。 

加えて授業そのものからの学び以外に、偶然
の隣の席となった⽅等と休憩時間にお話しす
る中で様々なことを教えていただくことがで
きたことも、多種多様な背景を持つ学⽣が集ま
る放送⼤学ならではの学びであったと思いま
す。 

私は放送⼤学以外の教育機関でも学んだ経
験がありますが、この⿃取学習センターという
気軽に⽴ち寄ることができる学習拠点が地元
に存在することが⼤変⼼強く、ありがたいと感
じております。 

私たちが本⽇無事にこのような⽇を迎える
ことができましたのは、ご指導くださった諸先
⽣⽅、親⾝にサポートしていただいた職員の皆
様⽅をはじめ、周囲の⽅々の⽀えがあってのこ
とと改めて御礼申し上げます。 

最後になりますが、放送⼤学のさらなるご発
展と、ご臨席の皆様のご健勝とご多幸をお祈り
申し上げ、私の謝辞といたします。 

 
令和 8 年４⽉ 5 ⽇ 卒業⽣代表 川﨑 ⼀繁 

〜謝辞〜 
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⼭⼝ 武視（やまぐち たけし） 
⿃取⼤学 名誉教授 

【学⽣さんへのメッセージ】 
⿃取⼤学農学部でイネやダイズなどの
作物栽培技術に関する研究と教育に従

事してきました。作物を上⼿に栽培する
コツは何でしょう？それは、作物に愛情をもって接する
ことから始まります。そう、作物愛を育むことなのです。
また、作物愛を「作物を愛する者は⼈にも優しくなれる。
⼈の⼼にも⽔をあげよう」へと昇華させ、種々の悩みを
抱えた学⽣への⽀援業務にも携わってきました。作物と
⼈への愛の育みかた、気軽にお話してみませんか。 
 
 

 
 美藤 友博（びとう ともひろ） 
      ⿃取⼤学農学部 准教授 

 【学⽣さんへのメッセージ】 
幼い時から「⾷べること」が⼤好きで
あることと、⼤学⽣の時に⾷品成分

の研究に携わった経験より、⾷品成分の
健康作⽤に興味を抱きました。そして現在は、私たちの
健康をサポートする⾷品中の物質（機能性物質）がどう
して健康に良いのかを研究しています。『⽇々の⾷』は
私たちの⽣活に密接に関連があると共に、健康寿命の延
伸に⼤きく貢献しています。また、⾷の機能性は学際的
な領域ではありますが、ぜひ、⼀緒に学びを深めていき
ましょう。 
 
【事務職員の異動】 
 令和８年 1 ⽉１⽇付けで総務・会計担当職員が、また、
同 4 ⽉ 1 ⽇付けで教務担当職員のうち 1 名が異動により
新任者が着任しておりますので、よろしくお願いいたし 

 
 
 
 
 
 
【学習相談：第 2・4 ⽊曜⽇ 14 時〜17 時】 
作物を上⼿に育てるコツ（但し、園芸作物は苦⼿です）、
有機栽培の⽅法など、お気軽にご相談ください。 
 
【⾃⼰紹介】 
⿃取県三朝町で産湯につかる。⽗親の勤務の関係で⿊坂、
⽶⼦、⿃取と転校。農家になりたくて⿃取⼤学農学部に
進学。栽培技術を科学的に解
析する楽しさを知り、同⼤学
院農学研究科修了。作物愛の
数値化が研究課題で、「植物
に愛情を注げば作物になる」
が常套句。 
 
 
【学習相談：第 1・第 3 ⾦曜⽇ 14 時〜17 時】 
⾷品学分野（特に⾷品の機能性について）の⽂献検索⽅
法を含めた学習相談など、お気軽にご相談ください。 
 
【⾃⼰紹介】 
兵庫県豊岡市出⾝。 
⿃取⼤学⼤学院連合農学研究科 
修了 博⼠（農学）。 
⾷品成分の機能性について研究
中。現在、⼦育て奮闘中・⿂釣
りが趣味。 
 
 
 
 
 
 
 

ます。 

教職員異動のお知らせ

退任 ・アベ デ マリア ルイス（スペイン語教育、多⽂化共⽣） 
 令和３年 4 ⽉から令和 8 年 3 ⽉までの 5 年間お世話に 

なりました。ありがとうございました。 
・菅原 ⼀孔（計算機⼯学、信号処理⼯学） 
 令和 4 年 10 ⽉から令和 8 年 3 ⽉までの 3 年半お世話に 
 なりました。ありがとうございました。 

・⼭⼝ 武視（作物⽣産科学） 
・美藤 友博（⾷品機能学） 

新任 

 

【新任客員教員からのメッセージと自己紹介】 

二十世紀梨の花 

Ⓒ鳥取県 
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 令和７年１０⽉１２⽇（⽇）に倉吉市⽴図書
館と共催で同図書館の所在する倉吉交流プラ
ザ研修室で出前講演会を開催しました。倉吉市
⽴図書館には放送⼤学の放送授業の教材（教科
書）の最新版が常備され貸出可能となっており
当センターと連携協定を締結している図書館
です。 
 講演会のテーマは「元気で⻑⽣きの秘訣教え
ます!〜フレイルとサルコペニアの早期予防」。
⽥中先⽣の軽快な⼝調による⾃⼰紹介から始
まりました。 
 ⽥中先⽣は専⾨学校を卒業して看護師にな
られたそうですが、⼤卒者との様々な格差を感
じて、まずは放送⼤学を卒業して教養学部の学
⼠を取得、さらに学位記授与機構の看護学の学
⼠を取得され、教育に興味を持たれて教育⼤学
⼤学院の博⼠課程を修了し、倉吉に看護⼤学が
設⽴される際に移住されてこられたそうです。
経歴をお聞きすると、実際に看護師の⽅がセン
ターに相談に来られるような内容を体現され
ておりまさに放送⼤学の看護系の資格制度の
広告塔のような⽅だと感じました。 
 軽快な⼝調と書きましたが、軽快な⼝調＝関
⻄弁です。滑らかなトークで参加者を引き付け
スムーズに講演は進んでいきました。 
 講演の⽬的は健康や⽣活の楽しさを学びな
がら、元気で⻑⽣きするための知識と⾏動を皆
で共有すること。そのためにまずフレイルとサ

ルコペニアについて理解すること。サルコペニ
アとは筋⾁量の減少や⾝体能⼒の低下を定義
するのに対して、フレイルは精神機能や社会⼒
の低下も含めたより広い範囲を意味し、サルコ
ペニアを包含する意味を持つ⾔葉であること。
フレイルには次の３つの状態がありそれぞれ
が連鎖していくと⽼い（⾃⽴度の低下）は急速
に進みます。 
①⾝体的フレイル＝筋⼒の低下など 
②精神・⼼理的フレイル＝うつ状態や軽度の認
知症の発症など 
③社会的フレイル＝独居や経済的困難による
社会とのつながりの希薄化 

これらのフレイルに対処するためには早期
予防が⼤切であり、フレイルには「可逆性」が
あり、早めの対策で健康に過ごしていた状態に
改善して戻すことができるためです。 
 次にフレイル予防の３本柱です。 
①栄養＝良質なたんぱく質の摂取とバランス
⾷が重要 
②運動＝⽇常的に体を動かすことが重要（ウォ
ーキングなどの有酸素運動や⾃宅での筋トレ） 
③社会参加＝友⼈と会う、趣味のサークルやボ
ランティア活動に参加して気持ちを前向きに
することが重要 

その後実践ワークとして参加者全員でその
場でレジスタンス運動（筋トレ）を実施。 

最後に⽥中先⽣が趣味で⾏っているフラダ
ンスをその場で教わりながら参加者全員で体
験。私も体験しましたが、⼀⾒優雅に⾒えるフ
ラダンスのなんとハードなこと。講演の１時間
半はあっという間に過ぎていきました。 

講演会終了後、隣室で放送⼤学の相談コーナ
ーを設け興味のある参加者の⽅に来ていただ
きました。 

 （広報・教務担当 上野） 

⽥中響客員教員の出前講演会を開催しました
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施設のご利⽤等の際は、学⽣証が必要です。 
学⽣証は、学習センターで発⾏しております。新規⼊学・継続⼊学の⽅、 
学⽣証更新の⽅は、学⽣証の交付を受けて下さい。 
 
 
  
 
 
 

  
 
 

放送⼤学では皆様の学修をサポートするため、教務情報システム(システム WAKABA)など、インタ
ーネットを利⽤した各種情報システムを提供しています。詳細なマニュアルは、システム WAKABA の
『キャンパスライフ』学内関連＞附属施設・情報システム＞「システム WAKABA」学⽣⽤マニュアル
に掲載しておりますので、適宜ご参照ください。ログイン ID・初期パスワードは⼊学許可証に記載さ
れています。 

① 放送⼤学ウェブサイトシステム WAKABA にアクセス 
  または在学⽣（WAKABA）からシステム WAKABA（教務情報システム）をクリック。 

② 初回ログインの前に、必ずパスワードを変更してください。 
『パスワード変更ページ』https://sso.ouj.ac.jp/webmtn/LoginServlet 

③ ログイン ID とパスワードを⼊⼒し、ログインをクリック。 
 
 
 
 
 

放送⼤学ウェブサイト、⿃取学習センターウェブサイト、システム WAKABA>キャンパスライフ＞
「学内連絡」では随時学⽣の皆さまへのお知らせを掲載していますので、こまめにご確認ください。 

放送⼤学ウェブサイト            ：https://www.ouj.ac.jp/ 
⿃取学習センターウェブサイト   ：https://www.sc.ouj.ac.jp/center/tottori/ 

 システム WAKABA ログインページ：https://www.wakaba.ouj.ac.jp/portal/ 
 

 
「キャンパスメール」は、Web ブラウザを利⽤した電⼦メールシステムで、学⽣全員にメールアドレ

スが割り振られています。⼤学からは、修学関連の連絡を随時していま
す。また、学⽣からは、⼤学への連絡⼿段としても利⽤できます。 

メールアドレス： 
学⽣番号ハイフン(−)を除く半⾓ 10 桁＠campus.ouj.ac.jp 
※キャンパスメールに届いたメールを、携帯メールアドレスなどへ⾃
動転送する設定⽅法については、システム WAKABA『キャンパスラ
イフ』附属施設・情報システム＞キャンパスメールの⾃動転送設定⽅
法にてご案内しています。 
※キャンパスメールは、⼤学に在籍しなくなると使⽤できなくなり、
送受信記録はクリアされます。    

有効期限

教務情報システム(システム WAKABA)について 

ログインできない・システムの利⽤を再
開したい・パスワードを忘れてしまった
場合は、いずれかまでご連絡ください。 

【問い合わせ先】 
 ○⿃取学習センター（電話：0857-37-2351） 
 ○総合受付（電話：043-276-5111）   

 

学⽣証について 参照『学⽣⽣活の栞』学部P23〜25、⼤学院P35〜38） 

事務室からのお知らせ

参照『学⽣⽣活の栞』学部P27〜29, P115〜119、⼤学院P41〜43, P114〜118 

※ ⿃取学習センターへの来所が難しい場合は、郵送で受け取ることもできますので、お申し出ください。 

⼊学許可書をお持ちのうえ、 
⿃取学習センターへお越し下さい。 

有効期限が切れた学⽣証をお持ちのうえ、 
⿃取学習センターへお持ち下さい。 

受
取
⽅
法 

在学⽣で学⽣証の有効期限が 
2026 年3 ⽉末で切れた⽅ 

 

新規⼊学・継続⼊学の⽅ 

キャンパスメールについて 

放送⼤学ウェブサイトについて 
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2026 年度から「学⽣⽣活の栞」は冊⼦での配布を終了し、電⼦形式（PDF な
ど）で提供します。これにより、制度の変更など最新の情報をより早くお届けで
きるようになります。また、環境にも配慮した取り組みです。詳細は今後、シス
テム WAKABA 等で改めてお知らせいたします。 

この栞には放送⼤学での学修で重要となる、各授業の受講⽅法・単位認定試験 
までの必要⼿順やスケジュール・住所変更や休学などの各種申請⼿続きを始め、
学習センターの利⽤⽅法・教務情報システム(システム WAKABA)・課外活動等
についても記載されています。 

「利⽤の⼿引」は、⿃取学習センターのご利⽤案内・スケジュールなどを掲載した学⽣の皆様のための
⼿帳です。事務室でお配りしております。まだお持ちでない⽅は、来所の際にお申し出ください。 

 各分野の専⾨的な内容や履修科⽬の選定（卒業研究を含む）に関すること、あるいは基礎学⼒をアッ
プしたいなど、学修上の様々な問題は客員教員の「学習相談」をご利⽤ください。相談する客員教員がわ
からないときは、事務室の「何でも相談窓⼝」にお申し出ください。また、毎週⽊曜⽇に所⻑と談話でき
る時間帯「オフィスアワー」を設けました。詳細につきましては、⿃取学習センターウェブサイト
（https://www.sc.ouj.ac.jp/center/tottori/）の【お知らせ】をご覧ください。または、⿃取学習センター
にご連絡ください。（電話：0857-37-2351） 

障がい（肢体、視覚、聴覚、⾔語など）のある⽅への合理的配慮について 
放送⼤学では、障がいのある⽅に、障がいの特性に応じた「修学上の合理的配慮」より修学⽀援を⾏

っています。 
合理的配慮を希望される⽅は、⼤学ウェブサイトをご覧いただくとともに、学習センター事務室にご

相談ください。詳細は、放送⼤学ウェブサイト 
（https://www.ouj.ac.jp/reasons-to-choose-us/accessibility/support/）をご覧ください。 
 

全科履修⽣、修⼠全科⽣、博⼠全科⽣は、⾃宅から学習センター⼜は⼤学本部に通学する場合など
（例：⾯接授業・（卒業研究調査・研究指導）指導教員の指⽰などに「学校学⽣旅客運賃割引証(学割
証)」を提⽰することで割引が受けられます。 

JRでは普通乗⾞券のほか、往復が同⼀経路の場合に限り回数券も割引対象です。「学割証」の詳細、
発⾏依頼は学習センターへお問い合わせください。 

 

放送⼤学の学⽣になった皆さんに、今後の学習をスムーズに進めるために⼤切なこと、知っておいて
いただきたいことを紹介しています。 
放送⼤学ウェブサイト（https://www.ouj.ac.jp/gakubu/about/guide/）をご覧ください。 

学習相談について 

学割証について 

修学⽀援について 

参照『学⽣⽣活の栞』学部P130〜131、⼤学院P129〜130 

「学⽣⽣活の栞」と「利⽤の⼿引」について 

新⼊⽣のための学び⽅ガイダンス 

参照『学⽣⽣活の栞』学部P32、⼤学院P49 
 

【お知らせ】 「学⽣⽣活の栞」の電⼦化について（2026 年度以降） 
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原則 Web 通信指導による提出のみとなります。（⼀部郵送提出科⽬を除く。） 
各科⽬の提出⽅法、出題形式は「授業科⽬案内」をご覧ください。 

 
◇Web による提出 
・通信指導問題は、システム WAKABA の「授業サポート→授業共有ファイル」で 4 ⽉上旬から確認

できます。問題冊⼦の送付はありません。⾃宅等からインターネットを通じて問題を閲覧し解答を
提出してください。科⽬ごとに「択⼀式」「記述式」「「択⼀式と記述式の」併⽤式」の形式で出題さ
れます。 

・制限時間はありませんが、1 回⽬の解答提出が対象となります。 
・提出前までに「Ｗｅｂ通信指導お試し版」の操作確認をしてください。 
※Ｗｅｂによる通信指導提出が困難な⽅は、下記の『Web 通信指導による提出が困難な場合』をご覧
ください。 

 
◇郵送による提出 

・4 ⽉下旬に問題冊⼦が送付されます。同封の返信⽤封筒を⽤いて、郵送で解答を提出してください。
届かない場合は、⼤学本部（☏043-276-5111（学⽣サポートセンター））に連絡してください。 

・対象科⽬ 
学 部 科 ⽬ 「市⺠⾃治の知識と実践（ʻ21）」「⽇本政治思想史（ʼ21）」「⽂学批判への招待（ʻ18）」  

「⽇本美術史の近代とその外部（ʻ18）」「空間と政治（ʼ22）」 
⼤学院科⽬ 「現実と向き合う政治理論（ʻ22）」 

  
※⽇本政治思想史(ʻ21）は 2024 年度第 2 学期に新規科⽬登録された⽅で、通信指導が未提出または
不合格かつ、2025 年度第１学期に学籍がある⽅」のみ（休学中を除く）に限ります。 

 
◇提出期間 

 
 

 
 
 

 
 
Web による通信指導提出が困難な⽅は、所定の申請により郵送による提出が可能

となります。  
 
・単位認定試験の受験場所を学習センターにしていない⽅は、4 ⽉ 15 ⽇（必着）までに学⽣⽣活

の栞の巻末様式（学部・様式 15、⼤学院・様式 14）「単位認定試験受験場所変更願」を提出し
てください。４⽉下旬に問題冊⼦が送付されます。５⽉ 7 ⽇までに届かない場合、または、「単
位認定試験受験場所変更願」の提出が上記期⽇に間に合わない場合は、上記の⼤学本部に連絡し
てください。 

 
 

実施⽅法 試験⽇程（郵送試験は提出期間） 
Web 提出 2026 年 5 ⽉ 7 ⽇（⽊）10：00〜5 ⽉ 27 ⽇（⽔）17：00 

郵送提出 2026 年 5 ⽉ 13 ⽇（⽔）〜5 ⽉ 27 ⽇（⽔）≪必着≫ 
郵送提出科⽬・Web 通信指導による提出が困難な場合のみ 

2026 年度 第１学期 通信指導・単位認定試験について 

通信指導 

Web 通信指導による提出が困難な場合（2026 年度第 1 学期）

参照『学⽣⽣活の栞』学部 P68〜74、⼤学院 P73〜79 

忘
れ
ず
に 

参照『学⽣⽣活の栞』学部 P69〜71、⼤学院 P74〜76
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2026 年度第 1 学期単位認定試験は、Web 受験⽅式にて実施します。 
（4 科⽬のみ郵送受験⽅式です。） 

 
◇Web 受験⽅式  

・  ①放送⼤学ウェブサイトシステム WAKABA にアクセス 
   https://www.wakaba.ouj.ac.jp/portal/ 
  ②ログイン ID・パスワードを⼊⼒ 
  ③Web 単位認定試験をクリック 
 

 

 

 

 
・科⽬ごとに「択⼀式」・「記述式」・「「択⼀式と記述式」の併⽤式」のいずれかの形式で出題されます。

各科⽬の出題形式は、「授業科⽬案内」に記載されています。 
・インターネットを通じて、試験期間中、いつでも⾃宅等から受験することができます。 
・1 科⽬ 50 分の制限時間があり、各科⽬ 1 回のみ受験可能です。 

 
◇郵送受験⽅式 
・郵送科⽬は「⾏政学講説（ʻ24）」「正多⾯体と素数（ʻ21）」「⽇本美術史の近代とその外部（ʼ18）」 
「量⼦化学（ʻ19）」の 4 科⽬のみです。 
 

◇試験期間および実施⽅法  

（ 詳 細 は 、 放 送 ⼤ 学 ウ ェ ブ サ イ ト 「 2026 年 度 単 位 認 定 試 験 に つ い て の ご 案 内 」
（https://www.ouj.ac.jp/for-students/webshiken/2026/）もご確認ください。（受験できるのは、履修科
⽬（再試験含む）のうち、通信指導に合格した科⽬に限ります。） 

  
◇Web 単位認定試験体験版について 
・Web 単位認定試験システム内に、Web 単位認定試験体験版が公開されています。まだ、体験版の操

作を⾏っていない⽅は、試験期間までに、受験に使⽤する予定の端末から、体験版の操作を必ず⾏っ
てください。（操作ガイドは、Web 単位認定試験システム内に掲載されています。） 

◇⾃宅での Web 受験が困難な⽅へ 
・⾃宅での Web 受験が困難な⽅は、学⽣⽣活の栞の巻末様式（学部・様式 15、⼤学院・様式 14）「単

位認定試験受験場所変更願」を提出することで、学習センターでの受験が可能となります。  

実施⽅法 出願形式 試験⽇程（郵送試験は提出期間） 

Web 試験 
択⼀式科⽬ 2026 年 7 ⽉ 14 ⽇（⽕）9：00〜7 ⽉ 22 ⽇（⽔）17：00 

記述式・併⽤式科⽬ 2026 年 7 ⽉ 14 ⽇（⽕）9：00〜7 ⽉ 18 ⽇（⼟）17：00 
郵送試験 すべての出題形式 2026 年 7 ⽉ 14 ⽇（⽕）〜7 ⽉ 18 ⽇（⼟）≪必着≫ 

 

③Web 単位認定試験 
をクリックする 

②ログイン ID はハイフン（−）無しの学⽣番号 
初期パスワードは⻄暦⽣年⽉⽇の 8 桁 
初めてログインする場合は、必ずパスワード変更を⾏っ
てください。初期パスワードが変更されていない場合ロ
グインすることはできません。注意書きを必ずお読みく
ださい。 

単位認定試験 参照『学⽣⽣活の栞』学部 P74〜82、⼤学院 P79〜85 

 

参照『学⽣⽣活の栞』学部 P75〜76、⼤学院 P80〜81
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◇単位認定試験通知書（受験票） 
・単位認定試験の受験資格等は、６⽉下旬にシステムWAKABA「教務情報⇒単位認定試験時間割照会（学
⽣⽤）」で確認することができます。（通知⽇は６⽉中旬にシステム WAKABA「キャンパスライフ⇒学内
連絡」に掲載されます。）「単位認定試験通知（受験票）」も送付されますが、到着が送れる場合もあります
ので、システム WAKABA で確認してください。 

「単位認定試験受験に際しての注意事項」が同封されますので、必ず読んでください。 
 

◇体験会について 
・Web 単位認定試験体験版の操作体験を⾃宅で⾏うことが困難な⽅には、学習センターで操作体験会を開

催しますので、ぜひご参加ください。 
また、パソコン操作が不安な⽅にもご参加いただけます。事前にご連絡をお願いします。 

        ⿃取学習センターでの開催予定 
    

 

◇今後のスケジュール 
 

〜試験期間まで ◇受験予定の端末から体験版で操作確認 

6 ⽉下旬〜 ◇受験票（システム WAKABA「教務情報→単位認定試験時間割照会（学⽣⽤）」
で確認できる）その後、受験票が届く 

7 ⽉上旬 ◇郵送受験⽅式のみ 
問題⽤紙・解答⽤紙・提出⽤封筒・提出⽅法詳細が⼤学より届く 

7/14(⽕)〜7/22(⽔) ◇単位認定試験期間（実施⽅法・出題形式により期間が異なります） 

8 ⽉下旬 ◇成績通知（システム WAKABA「教務情報→履修成績照会」で確認できる）
その後、成績通知書が届く 

 
 

パソコン持参で受講する⾯接授業は、⾯接授業開設科⽬⼀覧では「持参必須」と記載されています。⾯接
授業時間割表やシステム WAKABA のシラバスの【授業内容】には「BYOD で実施します」と記載されて
います。受講に必要なパソコンの性能やソフト等も、必ずシラバスで確認してください。 

また、学習センター無線 LAN（Wi-Fi）に接続する場合、受講前⽇までに⼿続きを完了してください。 

無線 LAN 利⽤申請は、オンライン申請に変更となりました。 
⼿続きの詳細は、「⾯接授業」ウェブサイトまたは「システム WAKABA＞各種届出・申請様式＞無線 LAN

利⽤申請（オンライン）について」で確認してください。  
【アカウント申請⽅法】 
システム WAKABA にログイン＞右側のメニュー「放送⼤学⾃⼰学習サイト」＞「情報セキュリティ研

修（学⽣⽤）」を選択する。情報セキュリティ研修を受講（⼩テストで 100％正解必須）し、「情報セキュリ
ティ研修修了証発⾏」まで済ませてください。申請後に、Wi-Fi に接続するための「ID」と「パスワード」
が交付されます。 

 
※パソコンを使⽤しない⾯接授業については、これまでと同様に開設しています。 
※従来の放送授業視聴⽤の端末（Chromebook）は、学習センターで使⽤できます。 

2026 年度 第 1 学期 ⾯接授業について

7 ⽉4 ⽇（⼟）   14：00〜16：00 
7 ⽉9 ⽇（⽊）   14：00〜16：00 

⾃家⽤パソコン持ち込み⽅法（BYOD）について 

無線 LAN（Wi-Fi）について 
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科⽬登録決定後、空席のある科⽬については、当該科⽬を開設する学習センターで追加登録を受け付けま
す。2024 年第 2 学期から、全ての学習センターで Web から追加登録の事前申請が可能となりました。⾯
接授業ウェブサイト（第 1 学期）の「お知らせ」にて、全国の空席状況が確認できます。 

 

 
2.事前申請受付 

空席発表 
4 ⽉17 ⽇（⾦） 

〜４⽉ 22 ⽇（⽔） 
13 時 10 分 

事前申請受付期間内に、次のA、B のいずれかの⽅法により申請してください。 
A：Google フォームから申請 

各学習センターのウェブサイトの「お知らせ」から、Google フォームのURL を
クリックして、必要な項⽬を⼊⼒してください。 

B：学習センター窓⼝へ持参 
開所時間を確認の上ご来所ください。 

なお、巻末の追加登録申請書を郵送することも可能ですが、その場合は４⽉２２⽇（⽔）
午前必着です。昨今の郵送事情から配送が遅れることが予想されますので、Google フォ
ームからの申請を強くお勧めします。 

当選科⽬を連絡 
４⽉ 23 ⽇（⽊） 

学習センターからキャンパスメール（学⽣番号＠campus.ouj.ac.jp）へ抽選結果をお
知らせします（キャンパスメールの確認⽅法がわからない⽅は、事前にお問い合わ
せください）。 
なお、空席枠以上の申込みがあった科⽬は、学習センターにて厳正に抽選を⾏い、
当選者を決定いたします。 

 
 
授業料納⼊ 
４⽉ 28 ⽇（⽕）まで 
 

当選した科⽬があった⽅は、下記の必要書類をご準備いただき、⾯接授業の開設学
習センターへ、窓⼝または郵送（現⾦書留）にて⼿続きをしてください。 
期⽇までの納⼊が困難な場合は、必ず事前に開設学習センターへご相談ください。 
 

【窓⼝】 
開設学習センターの開所時間内に、下記書類をご持参ください。 
①学⽣証 
②所定の授業料（1 科⽬ 6,000 円×当選科⽬数） 

【郵送（現⾦書留）】 
開設学習センターの⾯接授業担当宛へ、下記書類を郵送してください。 
①追加登録申請書 
②学⽣証のコピー 
③所定の授業料（1 科⽬ 6,000 円×当選科⽬数） 
④返信⽤封筒（宛先明記、110 円切⼿貼付） 
４/29（⽔）以降に到着したものや、不備のあるものは返送にかかる費⽤を差し引
いた⾦額をお返しいたします。 

「注意」： 当選した科⽬のキャンセルは できませんのでご注意ください。 

 

 

1.空席発表 
4 ⽉17 ⽇（⾦） 

15 時 
 
 
 

（確認⽅法） 
▪WAKABA へログイン⇒学内リンクの⾯接授業（第１学期）のページ⇒ 

お知らせの「空席状況のお知らせ」 
▪当学習センター掲⽰版にて掲載 

追加登録について 

 
13



 

 
３．先着申請受付（事前申請で満席とならなかった科⽬） 

空席確認 
４⽉23 ⽇（⽊）15 時以降 

事前申請で満席とならなかった科⽬については、空席状況をシステムWAKABA で
随時確認でき、原則として開講⽇の７⽇前※まで先着順で追加登録を受付けます。 
システムＷＡＫＡＢＡへログイン→教務情報→科⽬登録申請→空席照会を 
クリック→希望の科⽬を検索 

申 請 
４⽉23 ⽇（⽊）15 時〜 
原則として開講⽇の７⽇前
まで※ 

 
 

先着順に受付けます。 
【窓⼝】 
開設学習センターの開所時間内に、下記書類をご持参ください。 
・学⽣証 
・所定の授業料（1 科⽬6,000 円×当選科⽬数） 
【郵送（現⾦書留）】 

開設学習センターの⾯接授業担当宛へ、下記書類を郵送してください。 
①追加登録申請書 
②学⽣証のコピー 
③所定の授業料（1 科⽬6,000 円×当選科⽬数） 
④返信⽤封筒（宛先明記、110 円切⼿貼付） 
 
授業料納⼊確認後、⾯接授業科⽬追加登録決定通知書をお送りいたします。 
各科⽬の追加登録受付期限⽇内に郵便が届かない場合、申請した科⽬がすでに満席
の場合、申請内容に不備がある場合、などは登録できません。 
その場合、返送にかかる費⽤を差し引いた⾦額をお返しいたします。 

※追加登録受付期限⽇は、原則として授業開始⽇の７⽇前（ライブWeb 授業は10 ⽇前）ですが、学習センターの閉
所⽇や授業内容によって早めに締め切る場合や、直近まで受付ける科⽬もあります。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

学⽣掲⽰板 学⽣サークル
書に親しむ会〜⼼を落ち着けて「書」に向かうひとときを過ごしてみませんか〜 
講 師 住川 英明 先⽣ 
    放送⼤学⿃取学習センター客員教授（⽇本書道

史学、書写書道教育学） 
⽇ 程 毎⽉ 第3 ⽔曜⽇ 
時 間 13：30〜15：00 
場 所 ⿃取学習センター 

⿃取学習センターに学ぶ学⽣のサークル活動の⼀
環として、初めて筆をもたれる⽅から 
経験者まで、共に書に親しむことを通 
じ、相互の親睦と交流を図ることを⽬ 
的に開催します。お気軽にご参加くだ  
さい。 

和⾵サークル「さつき」〜着物をより⾝近にに楽しむ会〜 
⽇ 程 毎⽉ 第4 ⼟曜⽇ 
時 間 13：00〜15：00 
場 所 ⿃取学習センター 
持ち物 着物、着付けの道具    
申 込 ⿃取学習センター 

毎⽉１回程度 活動しています。 
着物や和装に興味のある⽅のご参加をお待ちしてい
ます。季節ごとに様々なイベントも計画しています。
⾒学⼤歓迎です♪ 着物や道具をお持ちでない⽅も
お気軽にご参加ください。 

熊原先⽣と楽しく数学を学ぼう！！ 
科 ⽬ 数学（学習内容は熊原先⽣と受講⽣が相談のう

え決定します） 受講料は無料です！ 
講 師 熊原 啓作 先⽣ 
        放送⼤学名誉教授、⿃取⼤学名誉教授、放送⼤学

教養学部在籍 
⽇ 程 毎⽉ 第２・第４⼟曜⽇ 
時 間 14：00〜15：30  
場 所 ⿃取学習センター 
連絡先 ☎ 0857-37-2351 Emai newtottori＠ouj.ac.jp 

⼼理学実験を受講したいけれど、統計学が難しそ
うだから受講を躊躇していらっしゃる⽅も多いので
は・・・まずは、統計学の初歩の初歩を⼀緒に学びま
せんか。先⽣⽈く、「難しいと思われがちな数学で
すが、段階をふみ⼀歩ずつ進めば案外わかりやすい
ことも多いです。⼀緒に学びましょう。試験は⼀切
ありません。」 
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2026 年度 第 1 学期 

★ 教務スケジュール表 ★ 

⾯ 接 授 業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放送授業、オンライン
授業、と面接授業（ライ
ブ Web 授業を含む）の

科目登録申請手続きで
す。 

 
通信指導を 

提出･合格しないと 

単位認定試験を 

受験できません。 

⾯接授業の追加登録は、授業を開設する
センターの窓⼝で、授業料を添えてお申
し込みください。 

 

空席発表・追加登録申請 
申請先︓開設学習センター 

空 席 発 表：4/17 (金) 15：00 

申請方法等は、P.13～14 をご覧ください 

 

受付締切︓原則として開講⽇の⼀週間前

８
月
下
旬 

成
績
通
知 

全ての学習をインターネット上で⾏います。 
インターネットで講義視聴、⼩テストやディスカッション、レポート
等の課題を提出して学びを進めます。提出期限は科⽬ごとに決められ
ています。成績評価は、これらの提出等、学習状況で判断しますので、
通信指導及び単位認定試験は⾏いません(⼀部科⽬を除く)。 
印刷教材はありません。その科⽬の授業内容をまとめた「講義ノー
ト」、学びの参考となる「資料」はダウンロードすることができます。

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

テキストが届きます 授業を視聴 

・学習します
通信指導を提出します 

引き続き、授業を 

視聴・学習します 

単位認定試験 

を受験します
試験に合格すると、 

単位を取得できます！

放  

送  

授  

業 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業 

面 

接 

授 

業 

夏期学習期間放送授業期間 4 
1

7
15

4 
3 オンライン授業 科⽬別に 7 ⽉上旬までに課題締切。

その後、8/31 まで閲覧可能 

次学期に履修する 
科⽬登録申請
■申請先︓本部 

郵送 
8/15～8/30 

Web 
8/15～8/31 

Webを利⽤した科⽬登
録は、放送⼤学学⽣専
⽤のサイト「システム
WAKABA」から申請し
てね。 

 

ラ
イ
ブWeb

授
業

ライブ Web 授業 5 
１ 

7
１0

Web 会議システム（Zoom）を利⽤した授業と、オンライン授業の利
点を活かした新たな授業形態です。ご⾃宅等でＰＣ等を⽤いて受講し
ます。決まった⽇時に授業を⾏うリアルタイム形式の授業で授業当⽇
は、専⽤システムにログインし、各回の講義⽤ zoom へのリンクか
ら仮想の講義室に⼊室します。このライブ Web 授業科⽬は、本学の
正式な授業科⽬で、卒業要件上の「⾯接授業科⽬またはオンライン授
業」の単位として扱われます。授業の取り組みやレポート等の評価の
結果、合格した場合には所定の単位が付与されます。 
Q&A は「オンライン授業体験版」（https://online-open.ouj.ac.jp/）
内にある「ライブ Web 授業体験版」をご覧ください。 

郵送 5/13～5/27 

通信指導提出期間 

Web 5/ 7～5/27 

単位認定試験

郵送（すべての形式） 7/14～7/18

Web 記述・併用 7/14～7/18

     択一     7/14～7/22

9
30
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４⽉ 7⽉

1 2 3 4 5 1 2 3 4 ⾯接 5 ⾯接

6 7 8 9 10 11 12 6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16   17 18 ⾯接 19 ⾯接 13 14 15 16   17 18 19
20 21 22 23 24 25 ⾯接 26 ⾯接 20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 27 28 29 30 31

4/5 ・2025年度第２学期学位記授与式 7/10 ・出願資格事前審査申請締切（ 修・博）
4/5 ・2026年度第１学期⼊学者の集い 7/14 ・単位認定試験開始
4/17 ・⾯接授業空席発表  ⾯接授業事前追加登録（〜4/22,13:10） 7/18 ・単位認定試験提出締切（記述・併⽤：web〜17時）
4/23 ・⾯接授業追加登録 先着申請(15:00〜) 7/18 ・単位認定試験提出締切（すべての形式：郵送必着）
4/29 ・昭和の⽇ 7/22 ・単位認定試験提出締切（択⼀：web〜17時）

５⽉ ８⽉

1 2 3 1 2
4 5 6 7 8 9 ⾯接 10 ⾯接 3 4 5 6 7 8 9

11 12 13 14   15 16 ⾯接 17 ⾯接 10 11 12 13   14 15 16
18 19 20 21 22 23 ⾯接 24 ⾯接 17 18 19 20 21 22 23
25 26 27 28 29 30 ⾯接 31 ⾯接 24 25 26 27 28 29 30

31
5/3 ・憲法記念⽇ 8/11 ・⼭の⽇
5/4 ・みどりの⽇ 8/12~15 ・臨時閉所⽇
5/5 ・こどもの⽇ 8/13 ・2027年度卒業研究履修申請開始（新規〜8/20)
5/6 ・振替休⽇ 8/15 ・出願開始（⼤学院全科⽣〜8/25）
5/7 ・通信指導提出開始（Web 〜5/27 17時） 8/15 ・2026年度第２学期科⽬登録申請開始
5/13 ・通信指導提出開始（郵送 〜5/27 必着） （郵送〜8/30必着・Web〜8/31 24時）

8/29 ・2026年度第２学期第２回出願開始（〜9/9)

６⽉ 9⽉

1 2 3 4 5 6 ⾯接 7 ⾯接 1 2 3 4 5 6
8 9 10 11   12 13 ⾯接 14 ⾯接 7 8 9 10 11 12 13

15 16 17 18 19 20 ⾯接 21 ⾯接 14 15 16 17   18 19 20
22 23 24 25 26 27 ⾯接 28 ⾯接 21 22 23 24 25 26 27
29 30 28 29 30

6/10 ・出願資格事前審査申請開始（⼤学院・〜7/10） 9/9 ・2026年度第２学期第２回締切(郵送必着・Web〜17時)
6/10 ・2026年度第2学期出願開始第1回〜8/28 9/21 ・敬⽼の⽇

9/22 ・国⺠の休⽇
9/23 ・秋分の⽇

⼟ ⽇⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦

⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇

⽇

⾦ ⽉ ⽕

⽇

⽇⼟

⼟

⾦ ⼟

⾦ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇

⽊⽉ ⽕ ⽔

⽉ ⽕ ⽔ ⽊

⽉ ⽕ ⽔ ⽊

※単位認定試験中は、⼊所制限並びに開所時間が変更になります。
ご注意ください。

※１２時〜１３時のお昼時間は、事務室及び図書室・視聴学習室を閉室します。

曜 ⽇
⽔ 〜 ⽇
⽕ 〜 ⼟

期 間 開 所 時 間
通 常 期 9︓30〜18︓00
８⽉〜9⽉・2⽉〜３⽉ 9︓30〜18︓00
毎週⽉曜・⽕曜・祝⽇・年末年始 閉    所    ⽇

開 所 時 間鳥取学習センターの

今後のスケジュール
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